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内容の要旨 
  本論文は、16世紀から 18世紀末に至る時間的経過のなかで、種々の印刷メディアに書かれ
たドイツ語文章語の言語的特徴がどのように変化したのかに関して、口語性（話しことば性）
という観点から考察を行うものである。 














































































   
以上のように、本論文は、ドイツにおける印刷メディアの発展に即しながら、さまざまな印
刷メディアに書かれたドイツ語を「近いことば性」という観点から考察し、これらのテクスト
を構文、句、語彙、修辞学的技法等の視点から多角的に分析した。これによって、本論文は、
16世紀から 18世紀にかけて標準文章語が確立していくなかでドイツ語文章語に見られた言語
的特徴を共時的、通時的に記述することができた。そして、明らかになったのは、ドイツ語標
準文章語の成立過程は印刷メディアの一連の発展と関連していて、ドイツ語文章語の諸特徴は
それぞれの印刷メディアにおける「近いことば性」の度合いの違い、つまりどの程度話しこと
ば的で、書き手と読み手の心理的距離をどの程度近く取ろうとするのかによって説明が可能で
あるということである。 
 
